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小児マヒ生ワクチン

の再投与

今回の小児マヒ生ワクチ

ン投与の際病気などで受

けられなかったものの再

投与を5月21日c1時30
分-4時〉市立病院で行

ないます。
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5 月のメモ
15日z 青年学級勝写版講座開講(中央公民舘〉

b軽自動車税全期分納期 01日まで〉

1811 =第2田美術展 01日まで中央公民舘)

19臼z モータ}ポ ー トレース第2節(23臼ま

で)!>固定資産税 1期分、保険税4月分督促

状発付 20日=16ミY映写技術研修会 (9時

三城小学校〉

(ー〉

定 価 一部五円

器産 ω 鈴田中学校に

里3Z屋内運動場が完成
主l手 れ成前月ど動学 一

葺四とま式十二現場校乙
四卒日のしが 時 十成 が ιIT!
卒 屋 着運た行か六レ乙屋城
方 建工画 。なる 目 、の 内酌
メ 、、場 わ 落 午 四ほ 運場

立派にできあがった屋

内運動場(上〉は内部

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種

m
日
か
ら
、
は
じ
め
て
の
人
は
二
回

日
本
脳
炎
の
予
防
接
種
に
つ
い
一
市
立
病
院

て
は
、
去
る
四
月
に
接
種
希
望
者
一
。
幻
日

を
と
り
ま
と
め
ま
し
た
が
、
つ
ぎ

一竹
松
出
張
所

の
日
程
で
実
施
い
た
し
ま
す
の
で
一

9

幻
自

申
し
込
ま
れ
た
か
た
は
、
も
れ
な
一
三
浦
診
服
所

く
接
種
さ
れ
ま
す
F

ょ
う
お
知
ら
せ
一
汐

M
日

し
ま
す
。
な
お
、
個
人
通
知
は
い
一
市
保
険
衛
生
課

た
し
ま
せ
ん
。

一

o

M

M

ム
料
金

一
人
-
回
百
三
十
円

(接
種
当
日
受
付
で
徴
集
し
ま
す
)

ム
接
種
盛
領

日
本
脳
炎
の
予
防
磁
種
が
は
じ

め
て
の
か
に
は
こ
回
接
種
し
、
昨

年
二
回
都
了
し
て
い
る
か
た
は
一

回
だ
げ
接
種
し
ま
す
。
な
お
、

学

童
は
別
途
各
学
校
で
実
施
し
ま
す

接
種
目
時
、
場
所

第
一
回

鈴
回
出
題
附

5
月
幻
日

中
央
公
民
舘

b
q
m
日

第
二
回

5
月
却
日

。
29 
日

ご
み
処
理
に
協
力
し
に
い

婦
人
会
幹
部
が
施
設
見
学
と
懇
談
会

四
月
三
十
五
日
午
後
一
時
か
ら
特
一
掃
じ
主
体
位
の
あ
る
と
婦
人
に
対

別
清
掃
地
区
婦
人
会
幹
部
の
か
た
一
し
清
掃
行
政
の
実
態
を
知
っ
て
い

六
名
が
、
大
村
市
汚
物
処
理
場
の
一
た
だ
き
、
各
家
庭
に
お
付
る
ご
み

見
学
と
市
長
巻
囲
み
清
掃
懇
談
会
一
等
汚
物
の
処
酒
巻
適
正
に
行
な
い

を
お
乙
な
い
ま
し
た
。

一環
境
の
清
潔
に
つ
と
め
て
い
た
だ

乙
の
M

惜
し
は
四
月
二
十
三
日
清
掃
一
く
よ
う
話
じ
合
い
を
行
な
っ
た
も

デ
ー
を
中
心
に
十
九
日
か
ら
二
十
一
の
で
す
。

五
日
ま
で
全
国
的
に
実
施
さ
れ
ま
一

施
設
の
見
学
、
懇
談
合
に
参
加

し
た
環
塙
衛
住
強
調
週
間
行
事
の
一さ
れ
た
か
た
の
意
見
や
所
感
は
つ

}
環
と
し
て
、
と
く
に
家
庖
内の
清
一ぎ
の
と
お
り
で
す
。

b
も
な
質
疑
事
項

【
問
い
】
町
内
で
側
溝
の
清
掃
一
が
、
市
で
醤
顕
処
理
が
で
き
な

を
行
な
い
、
そ
れ
に
よ
っ
で
出
一
い
か
。

た
汚
泥
の
処
分
に
困
っ
て
い
る
一
【
こ
た
え
】
保
険
衛
生
課
の
ご

み
運
搬
車
は
、
ご
み
の
搬
出
に

追
わ
れ
が
ち
で
側
溝
等
の
汚
泥

の
運
搬
処
理
を
全
面
的
に
行
な

う
乙
と
は
困
難
な
状
汎
に
あ
り

ま
す
が
、
で
き
る
か
ぎ
り
建
設

課
の
協
力
に
よ
り
要
請
に
応
じ

た
い
と
思
い
ま
す
。
市
の
要
望

と
レ
て
は
、
週
間
当
初
(
月
火

水
}
は
ご
み
の
処
週
に
追
わ
れ

が
ち
℃
、
週
間
の
後
半
(
木
金
)

が
比
較
的
少
な
い
の
で
、
側
溝

の
清
掃
は
そ
の
時
期
に
計
画
的

に
行
な
っ
て
隠
し
い
。
ま
た
掃

除
の
時
期
等
l
あ
ら
か
じ
め
連

絡
を
お
願
い
し
た
い
。

【
聞
い
】
ご
み
の
搬
出
の
際
、

ご
み
箱
を
組
雑
に
扱
む
れ
、
乙

わ
さ
れ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
る
と

か、

ご
み
箱
が
悪
い
と
い
っ
て

牧
集
せ
ず
に
残
し
て
行
く
乙
と

も
あ
る
よ
う
だ
が
、
こ
の
点
は

ど
う
か
。

【
こ
た
え
】
こ
の
こ
と
に
つ
い

て
は
、
よ
く
お
乙
ご
と
を
受
HU?と

て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
現
業
員

に
対
し
注
躍
を
つ
な
が
し
て
い

る
乙
と
で
あ
り
ま
す
が
、
現
業

員
の
声
と

υ
て
は
、
と
わ
れ
か

か
っ
た
ど
み
箱
は
、
注
意
し
な

が
ら
車
に
積
み
込
む
が
、
か
つ

ぎ
上
げ
れ
ば
乙
わ
れ
る
と
い
っ

た
も
の
が
多
〈
、
作
業
に
困
難

を
き
た
し
て
い
る
実
状
で
、
そ

の
都
度
箱
の
補
修
、
取
り
替
え

者
お
闘
い

υで
い
る
が
、
協
力

を
し
て
い
た
だ
げ
な
い
家
庭
も

あ
り
困
っ
て
い
る
の
で
、
完
全

。
30 
日

東
大
村
小
学
校

h
q
M
日

福
重
出
藍
例

。
ぉ
日

松
原
出
頭
所

。
ぉ
日

茸
瀬
出
張
所

h
q
m
日

池
田
敬
老
院

。
羽
田

9

4
日

時
間
は
い
ず
れ
も

一
時
三
十
分
f

一一
一時
三
十
分
-

(
保
険
衛
生
課
)

。
31 
日

" 
30 
日

6
月
1
日

~ 

1 
日

。
31 
日

。
4 
日

。
31 
日

な
ご
み
箱
を
備
え
る
よ
う
と
協

力
を
お
願
い
し
た
い
。
収
集
記

つ
い
て
は
今
後
と
も
一
一
層

ω注

意
巻
行
な
い
ま
す
。

【
問
い
】
水
洗
式
便
所
の
と
乙

ろ
か
ら
流
れ
る
汚
水
が
、一

般

の
排
水
溝
等
に
放
出
さ
れ
て
い

る
が
、
そ
う
い
ろ
乙
と
で
よ
い

の
か
。

【
こ
た
え
】
ご
質
問
は
浄
佑
槽

股
備
の
放
流
水
と
思
わ
れ
ま
す

清
掃
法
で
は
浄
化
槽
の
設
備
が

完
備
レ
、

U
尿
が
衛
生
的
じ
処

理
さ
れ
る
機
能
を
有
し
た
も
の

か
ら
出
ゐ
放
流
水
は
公
共
の
水

域
に
放
流
レ
て
も
差
し
支
え
な

い
も
の
と
な
っ
て
い
る
が
、
果

問
団
培
、

J〉
民
団
路
建

J
J
h国
揖
樹
事

4

・d臨摺白
羽
ア
、
，

db世
間
開
、、

4
J
S問
、
、

4

・4品目S
F
、

J
S
SWF1
4b提
出
投
下
も

dbSNW

【
こ
た
え
】
雑
草
者
他
の
ご
み

一

を
行
な
っ
て
い
る
関
係
上
、
雑

一
「
ご
み
箱
に
雑
草
等
焼
却
に
困
る

と一

緒
に
ご
み
箱
に
入
れ
て
い
一

草
等
が
混
っ
て
い
る
と
作
業
に
一と
み
を
入
れ
な
い
こ
と
」
と
い
つ

る
家
庭
も
あ
る
が
、
今
日
処
理
一
困
難
を
き
た
す
乙
と
に
な
り
ま
一た
事
柄
に
つ
い
て
協
力
を
し
な
け

場
貫
ら
れ
た
と
お
リ
、
憲
一
す
の
で
、
雑
差
別
に
集
め
ら
一れ
ば
な
ら
は
い
と
と
ぞ
痛
感
し
た

ら
れ
た
ご
み
は
限
ら
れ
た
現
業
一
れ
て
、
各
人
で
焼
却
等
適
当
に

一

(

保
険
衛
生
課
)

司
員
で
、
燃
え
る
と
み
と
燃
え
な
一
処
分
を
し
て
い
た
だ
く
よ
う
要
一
上
の
写
真
は
汚
物
処
理

し
て
そ
の
浄
化
槽
の
謹
義

一

い
と
み
こ
号
し
て
焼
却
処
分
一
号
ま
ず
。

一
施
設
を
熱
心
に
見
学
す

全
で
あ
る
か
ど
う
か
、
ま
た
そ
一

e

一

一

一

同

位

同

ド

!

の

維

持

管

理

が

適

当

か

ど

う

か

一

見

学

さ

れ

た

か

た

の

所

感

一

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

調
査
ま
た
は
検
量
ず
る
権
限
は
一

一

一

一

幻

日

ま

で

延

期

市
長
じ
は
な
く
保
健
所
が
乙
れ
一

一

一

①
ゴ
ミ
箱
の
申
に
ガ
ラ
ス
片
、

一(
空
缶
)
等
が
相
当
な
量
じ
な
っ
て

一

大
村
市
観
光
写
真
コ
ン
テ
ス
ト

老
行
な
う
乙
と
に
な
っ
て
お
り
一

一

一

一
間
器
類
等
不
燃
焼
物
が
混
入
し
て

一い
る
。
乙
れ
ら
は
各
家
庭
で
別
途
一
(
史
跡
の
部
)
の
応
募
締
め
切
り

し
た
が
っ
て
、
検
査
ま
た
は
調

一い
る
の
で
市
処
理
場
作
業
黒
色
留
め
置
き
毒
物
と
し
て
処
分
す
五
五
月
二
十

一
日
ま
で
延
期
い
た

査
の
必
要
議
め
る
と
き
は
、

一出
の
際
げ
が
を
し
た
り
、
焼
却
場
一
る
よ
う
心
が
け
れ
ば
、
ご
み
の
量
一し
ま
す
の
で
、

ふ
る
っ
て
応
募
し

韓

日

計

十

立

て

そ

の

よ

り

わ

げ

に

大

変

な

苦

一

多

し

一

挙

両

得

と

な

る

の

で

す

く

一

時

一

見

当

)

に
な
っ
て
い
る
の
で
、

不
審
の
乏
し
て
い
る
の
で
、
市
の
要
望
一
は
な
い
か
と
恩
わ
れ
た
。

一

'

参

議

院

議

員

選

一ど
お
り
燃
え
な
い
と
み
(
ガ
ラ
ス
一
③
汚
物
処
理
の
現
業
に
従
事
し
一

i

向
が
あ
れ
ば
申
し
出
て
く
だ
さ

τ円、
空
缶
算
)
は
別
な
容
器
義
一て
い
る
職
員
の
ご
苦
労
に
つ
い
て
一
挙
で

買

枚

、

供

一げ
て
処
坦
ず
る
考
各
人
が
心
が
一
市
民
は
も
っ
と
乙
の
身
近
か
ぽ
関
一

応

を

追

放

し

ま

【
聞
い
】
消
掃
健
悦
草
な
J
漂

一げ
る
べ
官
乙
と
巻
痛
惜
し
た

一係
の
深
い
仕
事
に
理
解
を
も
ち
、

一

ノ
t

}

め
て
お
い
亡
い
る
の
を
運
搬
せ

一

②
ζ
み
が
年
々
増
加
凶じ
現
在
の

一市
の
要
聾
す
る
「
ご
み
箱
に
葦
を
-

ー

;

:

ず
に
放
置
さ
れ
て
い
る
乙
と
が

一燐
却
炉
で
焼
却
し
き
れ
な
い
実
態
一す
る
と
と
」

「ど
み
箱
の
乙
わ
れ

あ

る

が

。

を

見

た

が

、

ご

み

の

申

に

鉄

屑

一か
か
っ
た
の
は
補
修
す
る
こ
と
」

第
二
回
の
百
日
咳
、
ジ
フ

テ
リ
ア
の
予
防
接
種

春
季
百
日
咳
、
ジ
フ
テ
リ
ア

(混
合
)
の
鰐
ニ
回
予
防
接
種

を
つ
ぎ
の
と
お
り
実
興
レ
ま
す

の
で
、
第
一
回
目
に
擁
種
し
た

か
た
、
ま
た
は
追
加
免
疫
者

(初
回
免
疫
十
一一
カ
月
か
ら
十

八
カ
月
ま
で
の
も
の
)
で
、
ま

だ
接
種
し
て
い
な
い
か
た
は
接

種
し
て
く
だ
さ
い
。

実
施
日
割

三
浦
診
額
所

5
月
M
日

市
役
所

5
月
比
日

鈴
回
出
張
所

5
月
四
日

中
央
公
民
舘

5
月
日
日

市
立
病
院

5
月
日
日

竹
松
出
強
所

5
月
間
日

池
田
敬
老
院

5
月
げ
日

貿
瀬
出
張
附

5
月
口
日

松
原
出
張
附

5
月
M
日

東
大
村
小
学
校

5
月
幻
日

時
聞
は
い
す
れ
も
午
後

一
時

か
ら
三
時
ま
で

(保
険
衛
生
課
)

購入図書のお知らせ(図書舘〕

ー
ト
ル
、
う
ち
ホ
ー
ル
の
面
積
は
一・

申
学
症
の
剣
道
大
会
、
鈴
田
中

一
一
一
百
九
十
六
平
方
メ
ー
ト
ル
で
、
一

学
生
の
柔
道
大
会
が
行
な
わ
れ
ま

工
費
は
六
百
十
七
万
円
で
す
。

一し
た
。

(市
教
委
)

な
お
、
落
成
式
当
日
は
鈴
田
小一
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ふ
り
む
く
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選
挙
の

と
き
の
義
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と
金
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一
移
使
用
し
な
い
と
と
?

【
火
鉢
】

ウ・
②
可
燃
性
の
ガ
ス
繁
喜
多
一
容
，ゐ

具

用

煙

火

】

他

の
工
作
物
な
ど
で
、
演
劇
.
映
た
は
取
扱
い
の
撃
を

と

や、

一

⑤
周
囲
は
、
常
に
整
理
、

清
掃
一
①
火

鉢

は

底

部

起

き

喜
一る
お
そ
れ
の
あ
至

急

に
お
か

1
5共
用
煙
火
は
火
災
予
防
上

一面
そ
の
他
の
催
物
の
開
帰

一劇
場
ま
た
は
防
火
対
象
物
の
避
難

一
に
努
め
る
と
と
も
に
燃
料
そ
の
他

一る
た
め
の
空
間
を
お

、か
、
ま
た
一
な
い
こ
と
。

一

一

④

K
道
の
断
k
ま
た
ま
鋪
K

一施
設
等
に
つ
い
て
は
各
関
係
者
に

一

一

一

一

支

障
の
あ
る
場
所
で
使
わ
な
い
と

一

F

t

2

一

一
の
も
え
や
す
い
物
を
み
だ
り
に
放

一は
砂
な
ど
を
入
学
使
用
す
る
こ

一門
7
イ
ロ

シ
お
よ
び
己

Z
E。
一

@
消
防
隊
皇
室
の
他
消
防
一重
お
知
ら
せ
す
る
乙
と
に
し
て

一

置

し

な

い

乙

と

。

一

と

。

一

①

ア

イ

ロ

ン

お

よ

び

と

で

は

使

一

'
一
活
動
に
支
障
を
お
よ
ぼ
す
お
そ
れ
一
お
り
ま
す
。

一
@
液
体
燃
料
を
使
用
す
る
場
一
【
置
き
ご
た
つ
】

育
中
に
可
燃
物
の
上
に
放
置
し
な
一
【
化
学
実
験
等
】

一

の

あ
る
道
路
工
事

一

菜

、
く
わ
し
い
乙
と
は
消
防

一
合
は
使
用
申
燃
料
巻
補
給
し
な

一

一

い
と
と
。

一

佑
単
実
験
等
に
お
い
て
引
火
性
一
以
上
の
ほ
か
危
険
物
、
車
危
一
本
部
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

一い
乙
と
。
漏
れ
ま
た
は
あ
ふ
れ
た

一
①
固
体
燃

料
者
使
用
す
る
置
示

義
、
置
き
ご
た
つ
、
者
三
の
燕
筆
発
生
す
る
認
を
加
熱
一傷

、

特
殊
可
燃
物
の
貯
蔵
ま

一

(

消

防

本

部

)

一燃

料
裏
付
る
た
め
の
皿
喜
一
き
と
た
つ
は
、
火
入
容
器
を
金
属
一ぼ
、
ア
イ
ロ
ン
な
ど
は
破
損
し
た
一ず
る
場
合
は
、
つ
ぎ
の
乙
と
に
注
一

一
貯
を
と
。
一
以
外
の
不
燃
材
料
で
造
っ
た
台
上
一
も
の
や
故
障
し
た
も
の
を
使
用
し
瓦
ず
る
乙
と
。
一

一
⑦
燃
料
容
器
は
燃
料
の
佐
賀
一
に
置
い
て
使
用
す
る
を
。

一な
い
乙
と
。
ま
た
、
と
れ
ら
の
周
一

①
火
殺
飛
散
し
、
ま
た
は
火
一

一
等
に
応
じ
遮
光
し
、
ま
た
は
転
倒
一
【
火
消
つ
ぽ
〕
一
固
に
も
え
や
す
い
も
の
巷
放
置
し
一
炎
が
伸
長
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
燃

こ
の
条
例
は
七
月
一
日
か
ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
語

り

ま

す

。

一

一

一

、

一

一
も
し
く
は
衝
撃
そ
防
止
す
る
た
め
一

①
も
え
や
す
い
物
の
近
く
に
置
一
な
い
乙
と
。

一料
を
使
用
す
る
と
き
は
、
引
火
防

設

備

の

位

置

、

構

造

と

管

理

長

諮

問

計

三

の

闘

い

お

話

監

に

必

要

は

け

い

日

付

い

i
i十
!
2
1

一
止
鉱
山
田
日

M
M
U
r

hし
れ
れ
日
一
れ
特
許
諾
宣
告
詩
話
可
一
品
川
片
品
目
白
十
一
使
用
場
所
な
ど
の
制
限
一
お
話
静
岡
一切
鮮
民
汚
う

る
と
き
は
土

問

ま

た

は

コ

j
一ン
チ
メ
1

ト
ル
以
上
と
す
る
こ
と

一お
お
う
と
と
。

一
わ
な
い
乙
と
。

周
囲
は
常
に
整
理
一
【
喫
煙
さ

一に
必
要
な
場
合
に
市
長
が
火
災
予
一

る
者
が
あ
る
と
き
は
、
と
れ
を
制
一

@
右
の
ほ
か
、
火
災
予
防
上
有

1
ト
、
レ
ン
ガ
等
で
造
つ
れ
れ
L
一

冊
煙
突
の
と
と
ろ
か
ら
ヌ
l
一

【
掘
り
ご
た
つ
お
よ
び

一清
掃
し
、
も
え
や
す
い
物

量

旦

①

劇

場

・

映

語

、
演
芸
場
、

一防
上
支
障
が
な
い
と
認
め
た
と
き
了
ず
る
乙
と
。

一効
な
措
置
を
す
る
を
。

こ
設
け
る
と
と

φ

一ト
ル
以
内
に
隣
接
し
た
軒
な
ど
が

一

い
ろ
り
】

一し

な

い

乙

と

。

瓦

妻

、

公

会

盤
ま
た
は
集
会
場
一
は
こ
の
限
り
で
な
い
。
一

一
【
ガ
ス
ま
た
は
電
気
に
よ

①
底

油

均

そ

の

他
こ
れ
引
一
段
滝

川

μ坪
れ

一

円

一

得

具

の

取

り

扱

い

基

準

一

の

舞

台

、

客
席
そ
の
他
火

災

義

一

@
乙
れ
ら
の
場
所
長
、

客
席
一
【
た
き
火
】

一
る
溶
接
作
業
等
】

類

Z危
険
物
令
書

す

る
、

ー
す
る
乙
と

o

J

一

言

一

亡

た

場

合

に

人

命

に

危

険

差

一の
前

面
そ
品
見
易

い
箇
所

に一

①
引
火
性
ま
た
は
爆
者
の
物
一
引
火
住
ま
た
は
爆

発

駐

留

ま
ど
は
、
そ
の
れ
部
長
経
の
一

一
{
こ

ん
ろ
お
よ
び
移
動
式
石
火
上
安
全
{
造
の
乙
ん
ろ
主
ず
る
お
そ
れ
の
あ
る
場
所
で
、

竺

禁
煙
」
ま
{
「
火
気
厳
ぎ

と
一品
そ
の
他
可
燃
物
の
近
く
で
は
、

一
そ
の
他
可
燃
物
の
近
く
で
は
、
ガ

歪

お
よ
び
排
気
筒
母
屋
外
に
通
一
③
金
属
製
ま
た
は
石
綿
製
長
一

の

ス

ト

ー

ブ

】

一

た

は

移

動

式

の

ス

ト

ー
ブ
に
つ
い
一
号
、
ま
た
は
、
撲
を
使
用
し
一表
示
し
事

識

を
設
げ
る
こ
と
。

一た
き
火
を
し
な
い
と
と
。

一
ス
も
し
く
は
電
気
に
よ
る
溶
接
作

ず
る
よ
う
に
設
け
る
と
と
も
に
、
一
突
は
、
小
屋
襲
、
天
井
襲
、
重
一

一
て
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

一
な
い
乙
と。

一

③
ま
た
、
関
係
者
ま
喫
煙
喜
一

一業
、
グ
ラ
イ
ン
ダ
ー
等
に
よ
る
火

一

一

一

一

一

}

一

②

た
き
火
を
す
る
場
合
は
、

消
一

火
粉
の
飛
散
ま
た
は
火
炎
の
伸
長
一
な
ど
に
あ
る
部
分
を
不
燃
材
料
で

一
①
燃
料
の
性
質
等
に
応
じ
、
可
一

④
故
障
ま
た
は
破
損
し
た
も
の

一
た
だ
し、

上
演
の
た
め
に
と
く
一設
げ

る

こ

と

。

一

一花
房
発
す
る
作
業
、
ト
!
チ
ラ
ン

一

一

一

-

一

火
単
備
、
そ
の
他
火
災
予
防
上
必
一

に
よ
り
火
災
発
生
の
お
そ
れ
の
あ
一
お
お
い
を
す
る
こ
と
。

一燃
物
か
ら
、
安
全
な
距
離
を
保

一プ
等
に
よ
る
加
熱
作
業
ま
た
は
鋲

一

一

。

要
な
措
置
を
す
る
と
と
。

一

る
も
の
は
、

趨
へ
い
を
設
け
る
乙
一

⑦
金
属
製
ま
た
は
石
綿
製
煙
突
一
っ
と
と

一
打
作
業
を
し
な
い
乙
と
。

と

。

一

は

木

材
、
そ
の
他
も
え
や
す
い
材
一
①
可
燃
性
の
ガ
ス
ま
た
は
蒸
気

①
薪
や
石
炭
等
帯
使
用
す
る
炉一

料
か
ら
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以

一が
滞
留
す
る
お
そ
れ
の
な
い
損
所

ま
た
は
か
ま
ど
は
護
の
あ
る
不
燃
一
上
離
レ
て
設
げ
る
こ
と
o

e
た
だ
し
一
?
使
用
す
る
こ
と
。

性
の
取
灰
入
れ
ぞ
つ
け
る
乙
と
勾
一
厚
さ
十
五
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
以
上
一

①
不
燃
性
の
床
上
ま
た
は
台

【
ス
ト
ー
ブ
の
煙
突
】
一
の
不
燃
材
料
で
お
お
つ
で
あ
る
と
一
上
?
使
用
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、

(二〉
、

ぜ、

ひ

知
ザコ

て
守
っ

7ご
え」

し、

て

去

る
三
月
の
市
議
会
で
大
村
市
火
災
予
防
条
例
が
新
し
く
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

・
こ
の
条
例
の
な
か
で

(才318号)

み
な
さ
ん
に
ぜ
ひ
知
っ
て
、
守
っ

て
い
た
だ
き
た
い

事
柄
は、

大
略
つ
ぎ
の
こ
と
で
す
か
ら
大
村
市

か
ら
火
災
を
な
く
す
よ
う
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

在
治
、

りよ大 村市 政 だ〈毎月1日.10日.20日発行〉

市内に豚コレラ病が発生

豚合はきれいにして消毒を

箕
島
に
待
望
の
電
灯

に
ひ
た
っ
て
い
ま
す
。

(
商
工
水
産
課
)

A
W
A
WA
H
Hυ
A
H
U
W
H
HH
HV
AH
伸
A
M
V
品
W

O
A
H
H
VA
"
A
HV

AH
H
HZ

W，山
川

H
V
A
V
A
HA
H
H
VA
n
A
W
AH
Hド
尚
H
崎
汁

叫

H
リ
A『

市
内
小
路
口
一

な
り
ま
し
た
。
し
た
が
っ
て
、
市

一①
自
衛
的
に
豚
舎
を
清
潔
に
し
て

郷
に
五
月
七
日

一
内
仔
豚
市
も
中
止
に
な
り
、
肉
豚

一
消
毒
を
行
な
う
乙
と

豚
コ
レ
ラ
病
二
一
と
し
て
しぺ
殺
す
る
場
合
は
市
営
と

一③
伺
料
は
で
き
る
だ
げ
煮
て
や
る

十
九
票
差
一
号
、
注
射
程
明
書
の
豚
だ
け
、
一
乙
と

一と
殺
で
き
ま
す
が
、
沖
射
済
証
明
一
④
柄
豚
は
つ
ぎ
の
症
状
を
お
こ
レ

し

、

家

畜

伝

染

一

一

一審
が
な
い
も
の
は
、
と
殺
す
る
こ
一
ま
す
の
で
、
そ
の
場
合
は
、
す
ぐ

病
予
防
法
に
よ
一

一

一と
闘
で
き
ま
せ
ん
。

一
家
畜
保
健
所
、
市
役
所
、
共
済
組

り
県
告
示
が
出
一

一

一

養
豚
家
へ
の
注
意
一
合
そ
の
他
獣
医
師
に
知
ら
せ
て
く

さ
れ
ま
し
た
。

一

一

一

豚
コ
レ
ラ
定
期
予
防
注
射
も
ほ
一
だ
さ
い
。

豚

の

移

動

一と
ん
ど
絶
っ
て
い
ま
す
の
で
、
爆
一
【
症
状
】
マ
食
欲
が
な
く
な
る

一発
的
発
生
は
な
い
と
考
え
ら
れ
ま
一
マ
発
熱
す
る
マ
鼻
汁
の
濃
い
も
の

禁

止

一

一

一す
が
、
つ
ぎ
の
乙
と
に
注
意
し
て
一
を
流
出
す
る
マ
呼
吸
が
早
く
な
る

当
分
の
間
市

一く
だ
さ
い
。

一円
v
眼
が
赤
く
な
る

内
一
円
の
豚
の
一①
お
互
い
に
他
人
の
豚
舎
に
出
入
一
(
大
村
家
畜
保
健
衛
生
所
)

移
動
が
禁
止
に
一
り
し
な
乙
と

市
内
箕
島
に
待
望
の
電
灯
が

四
月
か
ら
つ
き
ま
し
た
。
乙
れ

は
数
年
前
か
ら
電
灯
般
置
の
要

望
が
あ
っ
た
も
の
で
、
十
キ
ロ

ワ
ッ
ト
の
自
家
発
電
に
よ
り
、

阜
朝
と
夕
方
か
ら
午
後
十
時
ま

で
点
灯
し
て
い
ま
す
。

従
来
、
ラ
ジ
オ
は
ト
ラ
ン
ジ

ス
タ
ー
ラ
ジ
オ
だ
り
を
使
用
し

上
目
新
し
く
立
っ
た
屯
柱
か

ら
各
戸
へ
電
線
が
:
:

下
1
明
る
い
電
灯
の
下
で
喜

び
の
一

家
だ
ん
ら
ん
の

ひ
と
と
き

て
い
た
の
で
す
が
、
こ
れ
か
ら

は
テ
レ
ビ
な
ど
も
視
胞
で
き
る

乙
と
と
な
り
、
ま
た
、
一
月
か
ら

開
通
し
た
公
衆
電
話
の
殻
世
と

あ
わ
せ
て
、
よ
う

や
く
近
代
文
化
の

恩
恵
に
浴
す
る
乙

と
が
で
き
、
地
元

民
は
二
重
の
喜
び

警
報
発
令
中
の
使
用
制
限

【
火
の
使
用
の
制
限
】

④
屋
外
で
引
火
住
ま
た
は
、
蝿

発
性
の
管
問
そ
の
他
の
可
燃
物
の

付
近
で
喫
煙
を
し
な

い
乙
と
。

⑤
残
火
(
た
ば
こ
の
股
い
が
ら

牽
d

む
)
取
灰
ま
た
は
火
粉
あ
泊

末
す
る
乙
と
。

⑤
昼
内
で
棟
火
を
使
用
す
る
と

き
は
、
窓
、
出
入
口
等
を
閉
じ
て

行
事
っ
と
と
。

火
災
に
関
す
る
警
報
が
発
令
さ

れ
て
い
る
と
き
の
火
の
使
用
に
つ

い
て
は
、
つ
ぎ
の
乙
と
を
守
る
乙

と。①
山
林
、

原
野
等
に
お
い
て
火

入
れ
を
し
な
い
と
と
。

②
煙
火
を
使
用
し
な
い
と
と
。

⑦
屋
外
で
火
遊
び
ま
た
は
、
た

き
火
を
し
な
い
乙
と
。

届
け
出
を
す
る
事
柄

つ
ぎ
の
行
為
を
し
ょ
，
っ
と
す
る

一る
行
為

者
は
あ
ら
か
じ
め
そ
の
旨
市
長
に

一
②
煙
火
(が
ん
具
用
煙
火
を
除

届
付
出
な
り
れ
ば
な
ら
な
い
。
一
く
)
の
打
ち
上
げ
、
ま
た
は
仕
掛

①
火
災
と
ま
ぎ
ら
む
し
い
煙
ま
一
け

た
は
火
炎
を
発
す
る
お
そ
れ
の
あ
一
①
劇
場
等
以
外
の
建
築
物
そ
の
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簿

覧

号

閲
番

を

話

版
電

組
い
正

し

校

新

の
新
制
版
を
同
局
窓
口
で
閲
覧
に

供
し
て
い
ま
す
。
閲
覧
副
聞
は

五
月
三
十
一
日
ま
で
と
な
っ
て

い
烹
す
の
で
、

掲
載
久
儀
変
更

な
ど
の
希
望
が
あ
れ
ば
期
間
中

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

(大
村
電
報
電
話
局
)

大
村
田
同
報
電
話

局
で
ほ
昭
和
三
十

七
年
度
電
話
番
号

待

(
十
月
一
日
発

行
予
定
)
の
校
正

ボ
イ
ラ
ー
技
士
を
募
集

市
で
は
市
立
病
院
ボ
イ
ラ
ー

技
士
助
手
一
名
者
募
集
レ
て
い

ま
す
。

ム
資
格
ボ
イ
ラ
ー
技
士
(
ニ

級
)
で
、
お
お
む
ね
三
十
才
未

満
の
男
子
、
市
内
居
住
者

ム
申
込
履
歴
書
に
写
真

(脱

帽
、
正
面
上
半
身
、
縦
四
セ
ン

チ
横
三
セ
ン
チ
)
を
添
付
し
て

五
月
三
十
一
日
ま
で
市
庶
務
課

人
事
係
へ
申
し
込
む
こ
と
(
郵

送
の
場
合
は
十
円
切
手
を
は
っ

た
あ
て
先
明
記
の
返
信
用
封
筒

を
同
封
す
る
乙
と
)

ム
試
験
日
時
、

場
所
な
ど
は

別
途
本
人
に
通
知

ム
く
わ
し
い
乙
と
は
庶
務
課
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。(庶

務
課
)

竹
松
部
隊
で
職
員
募
集

陸
上
自
衛
隊
竹
松
部
隊
で
は
女

平
識
員
を

一
名
募
集
し
て
い
ま

ず。ム
資
格

高
校
卒
、
本
年
四
月

一
円
現
在
で
二
十
才
未
満
の
女

子
で
算
盤
三
級
以
上
、
市
内
在

住
者
で
通
勤
で
き
る
人

一

ム
希
望
者
同
腹
歴
書

に
写
真

伊

(上
半
身
、
名
刺
判
)
と
十
円

切
手
巻
添
え
て
岡
山
間
隊
総
務
課

ヘ
五
月
十
四
日
ま
で
申
し
込
む

と
と
。

(
部
験
は
五
月
十
八
日
)

(
竹
松
部
隊
)

日
日
・
無
料
法
律
相

談
所
を
開
設

長
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
部

で
は
憲
法
施
行
記
念
行
事
と
し

て
五
月
十
四
日
午
前
十
時
か
ら

午
後
三
時
ま
で
大
村
商
工
会
議

所
で
、
無
料
法
観
相
談
所
を
開

き
ま
す
。

相
談
内
容
は
民
事
一
般
、
家

庭
事
件
、
そ
の
他
で、

市
候
所

関
係
の
市
税
、
保
健
衛
生
、
福

松
関
係
の
相
談
に
も
応
じ
ま
す

(長
崎
地
方
裁
判
所
大
村
支
部
)

危
険
物
取
扱

主
任
者
の
試
験

県
で
は
危
険
物
取
扱
い
主
任
者

試
験
を
六
月
十
日
陸
上
自
衛
隊

大
村
部
隊
で
行
な
い
ま
す
。

誌
験
の
種
類
は
乙
種
四
類
で
願

書
は
五
月
十
九
日
ま
で
県
地
方

課
で
受
付
付
け
ま
す
。

願
書
そ
の
他
受
験
に
つ
い
て
、

く
わ
し
い
乙
と
は
消
防
本
部
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

(
消
防
本
部
)


